
―野菜類―                                       ―セルリー― 

 

22．セルリー 

・殺菌剤 

ＦRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

BM2 アグロケア水和剤 散布 収穫前日まで -   

7 アフェットフロアブル 散布 収穫前日まで 3 回以内  

11 アミスター２０フロアブル 散布 収穫 3 日前まで 4 回以内   

BM2 エコショット 散布 収穫前日まで -   

24+M1 

（カスガマイシン・銅） 

カスミンボルドー 

カッパーシン水和剤 

散布 収穫 7 日前まで 3 回以内  

- 

（クロルピクリン） 

クロピク８０ 

ドロクロール 

土壌くん蒸 - 

2 回以内（但し、

床土は 1 回以内、

圃場は 1 回以内） 

  

クロールピクリン 土壌くん蒸 - 

2 回以内（但し、

床土は 1 回以内、

圃場は 1 回以内） 

  

3 スコア顆粒水和剤 散布 収穫前日まで 3 回以内   

31 スターナ水和剤 散布 収穫 14 日前まで 3 回以内   

M5 ダコニール１０００ 散布 収穫 21 日前まで 2 回以内   

1 トップジンＭ水和剤 散布 収穫 60 日前まで 2 回以内 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙを含む 

3 トリフミン水和剤 散布 収穫前日まで 2 回以内  

NC マスタピース水和剤 散布 収穫前日まで - 

野菜類（だいこん、は
くさい、ブロッコリ

ー、キャベツ、レタ
ス、非結球レタス、か
ぼちゃ、ズッキーニ、

しょうが、トマト、ミ
ニトマトを除く） 

11+4 ユニフォーム粒剤 株元散布 定植時 1 回  

M1 ヨネポン水和剤 散布 収穫 7 日前まで 3 回以内   

・殺菌剤（参考農薬） 

ＦRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

NC+M1 ジーファイン水和剤 散布 収穫前日まで - 野菜類(なすを除く)  

・殺虫剤 

ＩRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

4 アクタラ粒剤５ 
植穴処理 定植時 

2 回以内 
  

土壌混和 鉢上時   

4 アドマイヤーフロアブル 散布 収穫 7 日前まで 3 回以内   

6 アファーム乳剤 散布 収穫 7 日前まで 3 回以内   

4 

（ジノテフラン） 

アルバリン粒剤 

スタークル粒剤 

植穴土壌混和 定植時 1 回  

13 コテツフロアブル 散布 収穫 14 日前まで 2 回以内   

6 コロマイト乳剤 散布 収穫 3 日前まで 2 回以内   

- サンクリスタル乳剤 散布 収穫前日まで - 

野菜類（なす、ﾄﾏﾄ、

ﾐﾆﾄﾏﾄ、しゅんぎく

を除く） 

4 ダントツ粒剤 植穴処理土壌混和 定植時 1 回   

21 ハチハチフロアブル 散布 収穫 30 日前まで 2 回以内   

- フーモン 散布 収穫前日まで - 野菜類 

4 モスピラン粒剤 植穴土壌混和 定植時 1 回   

1 ランネート４５ＤＦ 散布 収穫 30 日前まで 2 回以内   

14 リーフガード顆粒水和剤 散布 収穫 7 日前まで 2 回以内  
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ＩRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

－ 

（燐酸第二鉄粒剤） 

フェラモール、スラゴ、 

ナメクジキラーＦエース、ナ

メトール、ナメクジ退治 

ナメクジ類の発生

あるいは加害を受

けた場所または株

元に配置 

発生時 － 

ナメクジ類、カタツ
ムリ類、アフリカマ

イマイ、ヒメリンゴ
マイマイが加害する
農作物等 

・殺虫剤（参考農薬） 

ＩRAC 

コード 
薬剤名 使用方法 使用時期 使用回数 備考 

4 モスピラン顆粒水溶剤 散布 収穫 7 日前まで 2 回以内   
注1） 使用回数はその薬剤の使用回数を記載しており、この他に薬剤に含まれる成分毎に、総使用回数が決め

られているので、農薬ラベル等を確認してそれを超えないように注意する。 
注2） 薬剤抵抗性の出現を防ぐため、「FRACコード」や「IRACコード」を参考にしながら他系統剤とのローテー

ション使用を心掛ける（「薬剤抵抗性管理」参照）。 
注3） 農薬登録上の作物名が標記の作物名と異なる場合、備考欄に記載した。 
注4） 蚕毒・魚毒については、「34．野菜類の総括注意」も参照する。 
         

病害虫名（Ｆ：菌類病、Ｂ：細菌病、Ｖ：ウイルス病、Ｏ：その他の病原体） 

病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

萎 黄 病 

（Ｆ） 
定  植  前 

1.クロルピクリン剤で土壌消毒する（土壌消

毒の項参照）。 

2.クロルピクリン剤処理後、ガス抜きしない

で、15 日後に直接移植する。方法は、畦上

に深さ 15～20cm、間隔 30cm ごとに３mℓ を

注入し、直ちにポリマルチをする（マルチ

畦内処理法）。 

 

1.セリ科以外の作物と輪作す

る。 

2.苗床感染による場合が多いの

で、病苗を本ぽに持ち込まな

いようにする。 

疫 病 

（ Ｆ ） 

定 植 前 

1.ほ場の排水対策を行う。 

2.育苗ポットやトレイをケミクロンＧの

500 倍液に瞬間浸漬、1,000 倍液に 10 分

間浸漬、または資材消毒剤イチバンの 500

倍液に瞬間浸漬処理する。 

1. 疫病に感染した苗を本ぽに

定植すると被害が拡大する。

育苗期間中の防除を徹底し、

罹病苗を本ぽに持ち込まな

い。 

2.イムノクロマト法により簡易

診断できる。 

 
定 植 時 

1.無病苗を用いる。 

2.ユニフォーム粒剤を株あたり２ｇの割合

で株元散布する。 

 

生 育 期 間 

1.発病株は早期に抜き取り、ほ場外に埋却す

る。 

 

 

 

 

斑 点 病 

（Ｆ） 

 

 

 

は  種  前 

1.種子を温湯消毒する（50℃の温湯に 30 分

間浸漬する）。 

 

1.温湯種子消毒等の詳細は「萎

縮炭疽病」の項を参照する。 

2.苗床では、換気を図る。 

3.育苗期間中の防除を徹底し、

罹病苗を本ぽに持ち込まな

い。 

4.敷わらを行うと雨滴の跳ね上

がりを軽減できる。 

5.定植後は、雨が多いと発生し

やすい。 

6.ＱｏＩ剤に関する注意事項

「34.野菜類の総括注意」参

照。 
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病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

 

 

 

 

斑 点 病 

（Ｆ） 

 

生 育 期 間 

1.(育苗期) トップジンＭ水和剤 1,500 倍液

を散布する。 

2.被害葉を除去する。 

3.ヨネポン水和剤 500 倍液、アグロケア水和

剤、ダコニール１０００の 1,000 倍液、ア

フェットフロアブル、アミスター２０フロ

アブル、エコショット、スコア顆粒水和剤、

トリフミン水和剤の 2,000 倍液のいずれ

かを散布する。 

7.エコショット及びアグロケア

は生物農薬である（「34.野菜

類の総括注意」参照）。 

8.トップジンＭは使用時期の制

限を考慮し、育苗期の使用に

とどめる。 

9.スコア、トリフミンは同一系

統の薬剤である。それぞれの

単剤又は同一系統内の薬剤を

連用すると、耐性菌を生ずる

恐れがあるので避ける。 

葉 枯 病 

（Ｆ） 
生 育 期 間 

1.斑点病に準じ、耕種的防除を行う。 1.発生生態は、斑点病と類似し

ているので、斑点病の注意事

項を参照する。 

萎縮炭疽病 

（ Ｆ ） 

は 種 前 
1.種子を温湯消毒する（50℃の温湯に 30 分

間浸漬する）。 

1.温湯種子消毒法等の詳細は長

野県農業関係試験場のホーム

ペー ジ (https://www.agries-
nagano.jp/research_result_s
earch)に公開されている普及

技術「夏秋作型セルリーの種

子伝染性病害（萎縮炭疽病、

斑点病）防除

の手引き」を

参考にする。 

 

 

生 育 期 間 

1.ダコニール１０００の 1,000 倍液を散布

する。 

軟  腐  病 

（Ｂ） 
生 育 期 間 

1.カスガマイシン・銅（カスミンボルドー、
カッパーシン）水和剤、マスタピース水和
剤の 1,000 倍液、スターナ水和剤 2,000 倍
液のいずれかを散布する。 

［参考農薬］ 
1.ジーファイン水和剤 1,000 倍液を定植後
から予防散布する。 

1.発病してからの防除は効果が
劣るので、予防に重点を置く。 

2.多肥、多灌水は発病を助長す
る。 

3.芽かき後に傷口保護のため、
薬剤散布すると良い。 

4.ジーファインは高温条件下、 
 連続散布で薬害が発生する恐
れがある。 

5.マスタピースは生物農薬であ
る（「34.野菜類の総括注意」
参照）。 

アブラムシ類 

（モザイク病） 

定 植 時 

1.ジノテフラン（アルバリン、スタークル）
粒剤、ダントツ粒剤を１株当り２ｇ、モス
ピラン粒剤を１株当り 0.5g のいずれかを
植穴土壌混和する。 

1.モスピランは薬害の恐れがあ
るので、使用量を厳守し、根に
直接触れないように処理後土
壌とよく混和してから定植す
る。 

2.アルバリン、スタークル、ダ
ントツ、モスピランは蚕毒に
特に注意する（特別指導事項
参照）。 

 

生 育 期 

1.育苗及び定植後１カ月間は防虫網（0.8mm  
  目合い）でトンネルがけする。 
2.アドマイヤーフロアブル 4,000 倍液を散
布する。 

［参考農薬］ 
1.モスピラン顆粒水溶剤 4,000 倍液を散布

する。 

1.モザイク病の予防には、アブ  
  ラムシ防除を徹底する。 
2.アドマイヤー、モスピランは
蚕毒に特に注意する(特別指
導事項参照)。 
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病害虫名 防除時期 防    除    方    法 注  意  事  項 

ナモグリバエ 

鉢 上 げ 時 
1.アクタラ粒剤５を１株当り２ｇ土壌混和   

する。 

1.ハチハチは蚕毒に特に注意す

る（特別指導事項参照）。 

定 植 時 
1.アクタラ粒剤５を１株当り２ｇ植穴処理

し、土壌混和する。 

生 育 期 間 
1.ハチハチフロアブル 2,000 倍液を散布す

る。 

ヨトウムシ 生 育 期 間 

1.ランネート４５ＤＦの 1,000 倍液、アフ
ァーム乳剤、コテツフロアブルの 2,000
倍液のいずれかを散布する。 

1.いずれの薬剤も老齢幼虫に対
して効果が低いので、若齢期
から防除を徹底する。 

2.アファームは蚕毒特に注意す
る(特別指導事項参照)。 

3.ランネートは吸入毒性が強い
ので、散布する時は必ずマス
クを着用する他、風向きなど
に注意し、噴霧を吸入しない。 

ハ ダ ニ 類 生 育 期 間 

1.サンクリスタル乳剤 300 倍液、フーモン
1,000 倍液、コロマイト乳剤 2,000 倍液
を散布する。 

1.サンクリスタル、フーモンは
虫体に直接かかるように、１
週間間隔で２回散布する。 

2.サンクリスタルは、高温時に

は葉に薬害を生じることがあ

るので、施設では温度管理に

十分注意する。また、トリアジ

ン水和剤、スルフェン酸系水

和剤、キャプタン水和剤およ

びストロビルリン系薬剤との

同時施用及び近接散布は、薬

害を生じるおそれがあるので

避ける。 

3.フーモンは、作物の幼苗期や

軟弱徒長苗、高温時など一般

に薬害が生じやすい条件では

、使用を避ける。また、ストロ

ビルリン系薬剤との同時施用

及び近接散布は、薬害を生じ

るおそれがあるので避ける。 
4.コロマイトは蚕毒に特に注意
する(特別指導事項参照)。 

5.コロマイトは高温、乾燥時の
散布は薬害のおれがあるので
避けること。また、アルキルエ
ーテル系の展着剤を加用する
と薬害を助長することがある
ので使用しない。 

ナメクジ類 生 育 期 間 

1.リーフガード顆粒水和剤 1,500倍液を散布
する。 

2.燐酸第二鉄粒剤を１㎡当たり５ｇ、株元
に配置する。 

1.リーフガードは蚕毒に特に注
意する（特別指導事項参照） 

2.燐酸第二鉄粒剤は、日中の高
温時の使用をさけ、ナメクジ
類が活動を始める夕刻に使用
し、作物体上に本剤がかから
ないように株元に処理する。
作物体上に粒が残った場合は
払い落とす（異物混入）。 

3.燐酸第二鉄粒剤はスラゴ、ナ
メトール、フェラモール、ナ
メクジキラーＦエース、ナメ
クジ退治が農薬登録されてい
る。 

 


